
事後評価結果 (令和 4年度 )

事業名 計画公園
畢栗
主体
長崎県

起終点
目 :雲 f山下国見町
不 :島原市右明町

面積 子旬48.4ha

事業務1要   |
全体面積 48.4ha
ロツフトボール場 ・サッカー場 ・テニスコート「

芝生広場日管理事務所 B遊戯広場・ふれあい広場
・森の広場 ・大芝生広場 日右明ピクニックの森 ・百花の広場 口多目的ハードコート ロ駐車場 他

百花台公園は、主として一の市町村の区域を超える広域のレクリエーション需要を充足することを目的と
する公園で、地方生活圏等広域的なブロック単位ごとに1箇所当り面積50ha以上を標準として配置される
広域公園である。

尋葉概要凶   |
公園開設区域 洋約48,4ha
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・百花園造成時に大量の転石が出現したため。

公園利用者数の増加にみられる直接的な利用価値の向上

その他詳 1山すべきと判断した I良 日



環境影響評価に対する】貝日       |

環境影響評価については、対象外である。
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特になし

方ヽ 針

の )

が利用されていること、広場等の整備により防災機能も強化されるなど事業
によ

の効果がみられ、今後の事後
、県民の健康促進や余暇活動に公園リエーションの

ヽ てし

今後も、さらなる人口減少や高齢化の進行などの社会情勢の変化や公園利用者のニーズの多様化など
利用形態の変化に応じた、計画の検討が必要である。

特記事項                        |

特になし



令和4年度 第 1回
長崎県′ム`共事業評価監視委員会

事後評価対象事業

1道維
都市公園事業
百花台公園

①

事業主体 長崎県

事後評価
の理由

再評価実施
全体事業費10億円以上
事業完了後5年経過

百花台公園

全体面積 48.4ha

生

1.審議経過

審議経過 再評価の理由

工期
事業買

(億円)
B/C 概要

着工 完了

第 1回審議
(H10)

S55 Hll 3フ .2

面積34.9ha
ソフトボール場、多目的広場

芝生広場 等

第2回審議

(H15)

再評価後
5年経過

S55 H28 71.3 1.13
面積48.4ha
多目的芝生広場、冒険の森

自然観察の森 等

第3回審議

(H20)

再評価後
5年経過

S55 H28 フ6.3 6.48
面積48.4ha
大芝生広場、遊具広場、多目的広場
ソフトボール場、テ三スコート 等

第4回審議
(H25前回)

再評価後
5年経過

S55 H28 フ6.3 2.69
面積48,4ha
ふれあい広場、森の広場、大芝生広場

有明ピクニックの森 等

第5回審議
伊降今回)

事業完了後
5年経過

S55 H29 77.3 5.06 同 上
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2.目 的・事業概要・これまでの経緯

☆

◆事業の目的
百花台公園は広域公園として位置づけられており、主として一の市町村の区域を超える広域のレクリ
エーション需要を充足することを目的とする公園で、地方生活圏等広域的なブロック単位ごとに 1箇所
当り面積50ha以上を標準として配置される。

赤 :第 2次整備

百花台公園平面図 3

開設面積と年間利用者数の推移
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年間利用者数
  .謎爾税人   →   4霧 5人

年間利用者数が 平成29年時点の推計値に対して

花 台 公 回

室 1次移 信 室 2次移 倍

業

要

事

概

ツフトボール場・サッカー場
テニスコート・芝生広場
管理事務所・遊戯広場
ふれあい広場・駐車場 他

・森の広場 ・大芝生広場
・有明ピク■ンクの森
・百花の広場 ・多目的ハードコート
・駐車場 他百花の広場

用

積

供

面
約29 7ha 約 18 7ha

多目的ハードコート森の広場

工 期 第1次整備iS55～ Hll 第2次整備 :H12～ H29
森棒公H

事業費

ふれあい広場

全体事業費 77.3億円

第1次整備:372億円 第2次整備 :401億 円

芝生広場
大芝生広場

サッカー増

管理事務所
ソフトポール娼

野れの森
有明ピクニックの森

テニスコート造戯広場

休B広増
有明の森

県民の森

百花国 (H29.12完成 )

3.事業の効果の発現状況

406,167

207,066

利

用

235,244人の増加している。
|



4.費用対効果の算定の基礎となつた要因の変化

・事 業 費 : 76.3億円 (前回)  →   77.3億円 (変更)

・完 了年 度 :  H28 (前 回)  →   H29 (変 更)

・ B / C :  2.69 (前 回) (→    5.06 (現行)
0事業費が増加した主な要因
B人件費等の単価上昇
B百花国造成地の転石処分 等

0事業期間が1年延長となつた理由
日百花国造成地から大量の転石が発生し、作業効率の低下や

転石の処分に時間を要し、完成が平成29年 12月 となつた。

O費用対効果が上昇した理由
以下の理由により入園利用者数が平成26年度を境に増加しているため。
口H26年度に森の広場が供用開始
日H25年度に人工芝に改修したサッカー場や芝生広場を利用したサッカー閏連行事の

稽れ五的ナ▲`語敬

・春祭りや野鳥観察会などの自主的なイベントを多数開催           5

5.事業実施による環境の変化

①芝生広場
《イ斡 卜閾催時)

・町:ギ苧f禅習ifi甘奮T

②大鰹鄭ミ甥



6.社会経済情勢等の変化

O平成17年 10月 に旧7町が合併 し、雲仙市となつた。

O平成18年 1月 に旧島原市と旧有明町が合併し現在の島原
市となつた。

O県央地区と島原半島を結ぶ幹線道路の整備が進捗 した。
・H25.12 愛野森山バイパスが開通  延長1.8km
・H29.12 吾妻愛野バイパスが開通  延長1,7km

O改善措置の必要性
◆ 本事業の実施により、健康垣レクリエーションの場が創設 B拡大され、県民の健康促進や余暇活

動に公園が利用されていること、広場等の整備により防災機能も強化されるなど事業の効果が

みられ、今後の事後評価の必要性、改善措置の必要性はないと判断している。

0今後の事後評価の必要性
◆ 事業目的に見合つた事業効果の発現が確認されており、更なる事後課価の必要はない。

O同種事業の計画・調査のあり方等
◆ 今後も、さらなる人口減少や高齢化の進行などの社会情勢の変化や公園利用者のニーズの多
様化など利用形態の変化に応じた、計画の検討が必要である。

7

7.対応方針 (原案 )

8


